
◎基本情報

主

副

● 経常経費  [　○ 内部管理　　● 内部管理以外　] ○ 臨時的経費

○ 単年度 ● 単年度継続 ○ 複数年継続
○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ● その他

○ 対象 ● 対象外 計画コード

○ 対象 ● 対象外 目的

○ 対象 ● 対象外

国営滝野すずらん丘陵公園（全体計画面積：395.7ha）は、市街地から南へ18kmの丘陵地に立地
し、豊かな自然環境と都市部から至近距離にある利便性を活かして、札幌市を中心とする広域的
な利用に供するため、昭和53年度より、国営公園として北海道開発局によって森林・草原・芝生の
「緑」、滝・渓流・湖の「水」及び雪と氷の「白」を基本イメージとして整備を進めている。
（19年度末供用面積192.3ha）
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事業名 国営公園管理費負担金
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久保
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関連法令

関連計画

環境保全
事業

環境負荷
事業

目標

事業評価調書

事
業
内
容

目的と
内容

主たる受益者 市民全般

年度 2008

政策名

環境局みどりの推進部みどりの推進課

指標

新まちづくり計画

その他関連計画

都市公園法

施策
基本事業

重点課題

監視測定結果
目的

終了2008

監視測定結果

　国営公園管理費負担金は、国営滝野すずらん丘陵公園の管理に関する直轄負担金である。
　公園利用の一層の促進を図るとともに、開園区域の適切な維持管理を行なっている。
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短縮コード：25195
◎事業費

◎指標

補足説明
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設定理由

目標・実績
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標
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指
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18年度実績 19年度実績 20年度目標 20年度実績

特
定
財
源

国・道

市　債

その他

一般財源

人件費（B）

事業費（A）

18年度決算

計（A＋B）

人工

187,224 187,234 235,565
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17年度実績 18年度実績 19年度実績 20年度目標 20年度実績

目標・実績
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標
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国営滝野すずらん丘陵公園の管理による直接の受益者である利用者の把握
国営公園滝野すずらん丘陵公園利用者数

800

事業費の
執行内容

国営滝野すずらん丘陵公園の管理費に関しては10分の3の割合で費用を負担している。

負担基本額681,983千円に対する本市負担金187,234千円



◎検証 短縮コード：25195
【事業担当部局】

○ 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ○ 休止・廃止 ● その他

● 増加 ○ 増減なし ○ 減少 ○ 予算なし ○ その他

課　題

直轄事業負担金については、全国的視野の下に国家的施策として実施されながら、地方公共
団体に対して個別に財政負担を課すものであり、地方財政に対して大きな圧迫をなすものと
なっている。

妥
当
性
・
必
要
性
の
検
証

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

成果の
視点で

の
検証

北海道との協定により負担割合を決めているため、北海道との協議が必要である。
事
業
費
縮
小

の
影
響

備　考

現在の整備を進めているエリアの供用が平成２１年度から始まり、平成２２年度には全面供用
となるなかで、管理が継続されていくものである。

歳出
見通し

今
後
の
方
向

内容

国営滝野すずらん丘陵公園の整備・管理にかかる費用については、都市公園法に基づき、北
海道との協定によりその一部を負担するものであるため、今後も継続される見通しである。
平成21年度及び22年度に供用面積が増えることに伴い、管理費が大幅に増加することが見込
まれる

コストや
効率性
の視点
での検

証

実施に
よるプラ
スの効

果

事業を
行わな
かった
場合の
マイナス
の影響

市民自治の
観点からの

評価

国営滝野すずらん丘陵公園を整備・管理することにより、当該公園で進めているボランティア
活動の取組をとおして、市民ボランティアの活動の機会を得ることに繋がった。



短縮コード：25195
【２次評価】

【外部評価】

【改善・見直しの検討結果】


